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化学Ｇ１ ９回目
 2007.6.6

生体も化学物質

－生化学－

梶本興亜

本講義では多くのデータを、功刀 滋、斉藤正治著「生化学」化学同人（2007）、から引用
しました。この本は、初学者が生化学の概要を知るための入門書として優れていますので、
このテーマに関心のある人に勧めます。

１．人の体を作る元素

   ・体を作る化学物質

２．糖と代謝

   ・糖類

   ・エネルギー代謝

３．脂質と生体膜

   ・脂質と脂質二重層

   ・生体膜の構造

４．アミノ酸と酵素

   ・アミノ酸

   ・酵素と活性

５．核酸と遺伝情報

   ・核酸

   ・セントラルドグマ 図は、功刀 滋、斉藤正治著「生化学」
化学同人（2007）、から引用
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ルイ・パスツール ミーシャ

ハンス・クレブス ポーリング

クリックワトソン

ヴェーラー

写真は、Wikimediaおよび丸山工作著「生化学を作った人々」裳華房(2001)、より引用

人の体を作る元素

元素 重量％ Clarke数
O        61.4         49.5
C        22.8            0.08
H        10.0            0.87
N          2.6            0.03
Ca        1.43          3.39
P          1.11           0.08
K          0.20          2.40
S           0.20          0.06
Na        0.14          2.63
Cl         0.14          0.19
Mg       0.027        1.93
Fe         0.006        4.70
Si          0.001       25.8
Al            -- 0.76

H2O：人の体の65%

糖質（炭水化物、多糖類）
・単位は単糖類
・糖エーテル結合（グルコシド結合）
・エネルギー、構造形成、代謝など

脂質（リン脂質）
・グリセロール、脂肪酸、リン酸
・会合性低分子（疎水性水和）
・構造形成、エネルギーなど

蛋白質（Protain）
・単位は L-αアミノ酸
・ペプチド結合
・構造形成、触媒、輸送、制御、防御

核酸（DNAなど）
・単位はモノヌクレオチド
・ホスホジエステル結合
・遺伝情報の伝達

ミ
ネ
ラ
ル

表面地殻16km内での存在比（重量％）



3

糖質 自然界にある６炭糖アルドース

鎖状

環状

２糖類

多糖類

α-1,4 結合

β-1,4 結合

エネルギー代謝

＋ ＋ 30 kJ mol-1

ATPADP

ATP は体内におけるエネルギーの通貨

呼吸と食餌

図は、功刀 滋、斉藤
正治著「生化学」化学
同人(2007)、から引用
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１分子のグルコースから約30分子のATPを生成：35%の効率

酸化的リン酸化とプロトンポンプ

内部にH+を貯める：まるでダムのよう！

必要なときに
H+の濃度勾配を
利用してATPを作る

図は、功刀 滋、斉藤正治著「生化学」化学同人（2007）、から引用
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加水分解
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リン脂質(フォスファチド)

リン脂質(フォスファチジルコリン)：細胞膜の主成分

脂質二重層

CH2－O－C－
O

CH3-N+-CH2CH2-O－P－O－CH

O

CH2－O－C－
OO–

CH3

CH3

極性部分

無極性部分

水と親和性がある(親水性) 水と親和性がない(疎水性)

脂質

疎水性相互作用を中心とす
る分子間相互作用によって
水中で二重層を形成し、細
胞膜としての役割を果たし
ている。

生体膜

図は、功刀 滋、斉藤正治著「生化学」化学同人（2007）、から引用



6

アミノ酸と蛋白質
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人体のアミノ酸は20種類！

アミノ酸から蛋白質へ

ペプチド結合
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アミノ酸

蛋白質の１次構造

 

１次構造 ２次構造 ３次構造 ４次構造
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蛋白質の形

α－ヘリックス

β－シート

キモトリプシン

図はWikimediaより引用

酵 素

ミカエリス－メンテン機構

E + S           ES           E + P

基質酵素 複合体

k1

k-1

k2

キモトリプシン

膵臓で生産される
ポリペプチド消化酵素

図の一部は、功刀 滋、斉藤正治著「生化学」化学同人（2007）、から引用
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核酸と遺伝情報

核酸塩基

リン酸 糖 核酸塩基

ヌクレオシド

ヌクレオチド

AMP 
アデノシン一リン酸

アミノ酸の配列情報

表の一部は、功刀 滋、斉藤正治著「生化学」化学同人（2007）、から引用
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セントラルドグマ

図は、功刀 滋、斉藤正治著「生化学」化学同人（2007）、から引用

複製・転写と合成

DNAの複製

RNAへの転写

転写と合成

図は、功刀 滋、斉藤正治著「生化学」化学同人（2007）、から引用


